
払
田
柵
跡
第
一

一
二
次
(
外
郭
北
門
西
北
部
)
調
査
木
簡

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

平

} I ( 

南



凡

伊

図
版
写
真
は
原
則
と
し
て
原
寸
で
あ
る
が
、
八
ヒ
号
木
簡
は
縮
尺
二
分
の

詳
細
な
数
値
に
つ
い
て
は
釈
文
下
段
を
参
照
さ
れ
た
い
。

釈
文
上
段
の
数
字
は
、
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
の
木
簡
登
録
番
号
で
あ
る
。

釈
文
下
段
の
数
字
は
、
木
簡
の
長
さ
×
幅
×
厚
さ
を
、
(

は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

と
し
た
。

)
内
は
欠
損
を
指
す
。
単
位

m-
釈
文
に
加
え
た
片
付
号
は
、
木
簡
学
会
で
定
め
た
も
の
を
使
用
し
た
。
以
下
「
木
簡
研
究
』

よ
り
抜
粋
。

一「口
口
口 し一

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
(
端
と
は
木

目
方
向
の
上
下
両
端
を
い
う
)
。

木
簡
の
上
端
・
下
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

穿
孔
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

欠
損
し
X
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
o

A
口占一

木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

校
訂
に
関
す
る
注
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
に
付
し
、
本
文
に
置
き
換
え
る

べ
き
文
字
を
含
む
場
合
。

編
者
が
加
え
た
注
で
疑
問
の
残
る
も
の
。

< 。
U 

........._ カ



S 

一ニ
O

ノ
月
廿
九

日

勘

鮭

U
釦

(
N
H
ω
)

×
(
ω

斗)×

ι

υ 

下
端
欠
損
。
左
側
面
原
状
。
右
側
而
は
、
一
次
的
に
木
製
品
に
利
用
し
た
際
の
調
整
加
工
が
認
め
ら
れ
る
。
裏
出
に
は
墨
痕
な
し
。

文
書
木
簡
で
、
六
月
廿
九
日
の
書
き
出
し
を
も
ち
、
鮭
な
ど
の
物
品
の
勘
検
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

八
四

口
阻

(
N
C

、ベ
)
X
(

一
{
N
)
v
λ
一

日

ω

用
途
不
明
の
木
製
品
に
加
工
さ
れ
、
本
来
の
木
簡
而
が
部
分
的
に
失
わ
れ
て
い
る
。

-4 

U 

)!jlj 

屑



弘偲柵跡調傘事E華萌苛"199i

J¥ 
五

J¥ 
四

J¥ 



./"'¥、
"“‘網開‘.;、、

八
七

八
八

ノ皿、

ブL

S
D
 
一
四
五

「
レ
レ
円
「
」

…
『
寸
2
4

日
!

所

主三主三

百円

阿10
7J 

口

h
l
l
l
u

(
日
(
)
N
)

×

X 
[:--) 

両
側
面
お
よ
び
下
端
が
欠
損
。
裏
面
の
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
お
り
、
判
読
で
き
な
い
。

本
木
簡
は
、

O
O所
か
ら
発
し
た
請
求
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
の
両
側
面
が
欠
け
て
お
り
、
の
差
出
部
分
は
、
字
画
の
左
半
分
を
失
な
っ
て
い
る
が
、
共
伴
し
た

建
築
部
材
の
墨
書
M

「
東
北
万
八
」
お
よ
び
後
述
す
「
北
預
」
@
「
北
門
」
の
そ
れ
ぞ
れ
「
北
」
の
字
体
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
「
北
門
口
い
と
み
て
間
違
い
な

い
と
判
断
さ
れ
る
。

な
お
、
人
名
と
思
わ
れ
る
「
何
刀
」
は
、
秋
田
城
跡
漆
紙
文
書
第
一

一1'--¥

口阿
乃一

身
× 

大
口
松
得
世
「
A
H
巳』

@
円
1
1
1
1
1〕

しー

の
例
が
確
認
で
き
る
。

(
ω
N
斗
)
×
(
一
正
一
)
×
日

6 

下
端
お
よ
び
右
側
面
は
原
状
を
と
ど
め
て
い
る
。
上
端
の
片
面
(
仮
の
裏
面
)
か
ら
刃
物
を
入
れ
、
折
っ
て
い
る
。

本
木
簡
は
文
書
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

口上
端
は
両
面
か
ら
刃
物
を
入
れ
折
っ
て
い
る
。
下
端
は
原
状
を
と
ど
め
て
い
る
。

本
木
簡
は
、
ほ
と
ん
ど
の
墨
痕
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
文
書
木
簡
か
と
思
わ
れ
る
。

口

口

上
端
@
下
端
と
も
斜
め
に
切
断
さ
れ
て
い
る
。

(
日
仏
日
)
×

N
U
×

日

(
G
C
)
×
(
日
(
)
)
×

ω
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墨
書
土
器

O
「
一
少
隊
御
前
下
」

「
少
隊
」
に
つ
い
て
は
、
払
回
柵
跡
の
一
九
一

出
土
し
た
木
簡
に
「
少
隊
長
」
が
み
え
る
。

〔
事
力

申
進
口
口
口
口
」

。
年
の
「
ホ
イ
ド
ス
ズ
」
井
戸
脇
よ
り

「
飽
海
郡
隊
長
解

一「

月

N
G
ム×
N
C

×
斗

日
少
隊
長
春
日
口
継
」

隊
長
は
軍
防
令
軍
団
大
毅
条
に
規
定
の
あ
る
隊
正
(
五
ト
長
)
の
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
し
、
少
隊
長
の
用
例
は
史
料
上
に
み
あ
た
ら
な
い
。

般 o0 
的---， ---， 
lこ北北北
長預預門
官L_ L_ L_  

の は

グ
ド
し
口
汁
J

白目、

J
J円

γ
予
L
H

の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
預
は
、

に
あ
る
職
H

で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
中
務
省
の
侍
従
所
の
場
合
、
別

山
れ
た
。
ま
た
、
預
は
、
部
門
担
当
者
と
い
う
場

当
に
相
当
す
る
所
監
の
下
に
預
が

「
北
預
」
は
お
そ
ら
く
は
北
門
造
営
に
あ
た
り
、
そ
の

れ
た
職
ま
た
は
北
門
造
営
担
当
者
と
い
う
意
の
い
ず
れ
か
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
八
六
号
木
簡
「
北
門
所
」
、
墨
書
土
器
「
北
門
」
「
北
預
」
お
よ
び
建

築
部
材
墨
書
「
東
北
方
八
」
の
「
北
」
の
字
体
は
、
原
秀
三
郎
氏
の
論
考
「
倉
札
・
札

家
考
い
中
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
兵
庫
県
高
砂
市
曽
根
町
塩
田
遺
跡
出
土
の

合
も
あ
る
。

の
下
に
お
か2言

「
札
家
」
の
「
札
」
と
酷
似
し
て
い
る
。
原
氏
に
よ
れ
ば
、
ミ
ヤ
ケ
や
荘
園
の
管
理
や

経
営
に
お
い
て
、
倉
札
あ
る
い
は
倉
案
と
呼
ば
れ
る
木
簡
が
記
録
と
し
て
保
管
さ
れ
る

場
所
と
し
て
の
家
屋
が

に
み
ら
れ
る
「
札
家
」
と
呼
ば
れ
た
司
能
性
が
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
今
回
の
払
田
柵
跡
の
一
連
の
「
北
」
の
字
体
は
、
本
文
中

の
挿
凶
に
示
し
た
李
柏
文
書
(
四
世
紀
前
半
)
に
類
例
が
あ
る
。
こ
の
李
柏
文
書
は

義
之
が
活
躍
し
た
南
北
朝
の
時
期
に
肉
筆
の
行
書
と
し
て
我
が

上
で
、
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

の
吉
代
の

み
る

李
柏
文
書
お
よ
び
今
回
の
払
田
柵
跡
の
一
連
の
資
料
に
み
唄
え
る
「
北
」
の
字
体
は
塩

回
遺
跡
の

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

「
札
家
」
で
は
な
く
、

器
「
北
家
」

「
北
家
」
の
類
例
は
、
新
潟
県
和
島
村
八
幡
林
遺
跡
出
土
の

「
南
家
」
な
ど
を
は
じ
め
、
数
多
く
存
在
す
る
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ

を
示
し
て
い
る
。

る
本
調
査
は
、
払
出
柵
外
郭
北
門
西
北
部
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
木
簡
出
土
遺
溝
は

櫓
状
建
物
の
造
営
に
伴
な
う
溝
お
よ
び
材
木
塀
北
側
の
溝
で
あ
る
。
北
門
地
区
の
調
査

に
お
い
て
、
第
八
六
号
木
簡
に
「
北
門
所
」
、
に
「
北
預
」
と
記
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
こ
と
は
払
出
柵
跡
外
郭
北
門
が
、
当
時
も
「
北
門
」
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
裏
づ
け
る
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
も
、
北
門
造
営
に
あ
た
り
、
お
そ
ら
く

H

造
北
門
所
H

が
設
置
さ
れ
、

H

預
H

職
が
そ
の
任
務
を
担
当
し
た
こ
と
が
判
明
し
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
調
査
区
か
ち
り
出
土
し
た
一
連
の
木
簡
が
北
円
造
営
と
関
わ
る
性
格
を
も
っ

も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
本
調
査
の
す
ぐ
東
側
で
昨
年
出
土
し
た
四
八
点
の
木
簡
に
つ

。。

い
て
も
、
北
内
造
営
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

木
簡
の
検
討
に
あ
た
り
、
熊
田
亮
介
氏
(
秋
田
大
学
)
、

二
上
喜
孝
氏
(
東
京
大
学

院
生
)
に
御
助
力
い
た
だ
い
た
。

(5) (4) (3) (2) (1) 

秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
「
秋
田
城
出
土
文
字
資
料
集
E
』

一
九
九
二
年
。

平
川
南
「
払
田
柵
跡
」
(
木
簡
学
会
編
「
臼
本
古
代
木
簡
選
』

九
九

O
年)。

の
成
立
と
展
開
」
(
「
史
窓
」

六
日
ヴ

一
寸
し
い
¥
1
¥
ド
r
J
o

一
J

ノ
一
ノ

j
zよ
¥

菊
池
京
子
「

原
秀
三
郎
「
倉
札
@
札
家
考
」
(
「
木
簡
研
究
』

一
九
八
六
年
)
。

和
島
村
教
育
委
員
会
「
和
島
村
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

第
3
集

J¥ 
r[J番
林
i恩

跡
~ 

一
九
九
四
年
。
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